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・２人の中学生が考えて

おくべきだったこと

は、どのようなことだ

と思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

・責任ある行動とは、ど

のようなものだと思い

ますか。 

 

・万が一を考える。 

・周りの人のことも考

えること。 

・自分中心で考えては

いけないこと。 

 

 

 

 

 

 

・自分のことだけでな

く、みんなのことも

考えて行動するこ

と。 

・自由だからといって

自分勝手に行動し

ないこと。 

・先のことを考えて行

動すること。 

・具体的に中学生の行動

について考えること

で、責任の伴っていな

い行動であったことに

気づかせたい。 

☆自由と自分勝手の違い

に目を向け、友達の発

表を自分の考えと比べ

ながら聞き、責任ある

行動について考え、話

し合っている。 

 

 

 

 

１０ 終末 ４ 本時の学習を振り返

る。 

 ☆責任をもつために、「自

分だったら」という視

点で、どんなことに気

をつけて行動すればよ

いか考え、記述してい

る。 

・Ｐａｄｌｅｔ 

 
 
７ 他の教育活動との関連 
事前指導 ・委員会活動等を通して、自分の受け持った仕事に責任もって取り組むことがで

きるようにする。（通年） 
・ＩＣＴの活用を通して、学級で児童一人一人の考えを共有する方法を学び、協

働的な学びの良さを実感できるようにする。 
道徳科 ・教材名「公園のきまりを作ろう」 

  きまりはどのように作られるのかを考えさせ、きまりの意義を理解させた上

で、それを進んで守っていこうとする実践意欲と態度を育てる。 
・教材名「道案内」 
  親切な行いをする時に大切なことは何かを考えさせ、自分自身が相手にどの

ように接し、対処することが相手のためになるのかをよく考えて行動しよう

とする実践意欲と態度を育てる。 
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・教材名「いこいの広場」（本時） 
  責任ある行動とはどんなものかを考えさせ、自由に伴う責任の大きさや、自

分の行動が周囲に与える影響をよく考えた上で行動しようとする判断力を育

てる。 
事後指導 ・学校生活全体を通して、折にふれ、自分の行動を振り返る場を設け、責任ある

行動ができるよう声かけを行う。（通年） 
家庭との連携 ・授業参観での道徳授業の公開や、懇談会等での学校生活の様子の伝達で、学校

と家庭との指導における共通理解を図る。 

 
８ 評価の視点  
【物事を多面的・多角的に考えている様子】  
自由に振る舞うことと自分勝手に振る舞うことの違いに目を向け、責任ある行動についての考えを広

げている。 
 
【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】 
「自分だったら」という視点で、責任をもつために、どんなことに気をつけて行動すればよいか考え、

記述している。 
 
 
９ 板書計画 
 
                  いこいの広場 
          テテーーママ  責責任任ああるる行行動動ととはは、、どどののよよううななももののだだろろうう。。  
☆責任…自分で、最後まで             ○2 人の中学生が考えるべきだったこと 
☆広場…自由、ボール、みんな            ・万が一を考えること 
                          ・周りの人のことも考えること 
・「おじさん」と「中学生」のどちらの         ・自分中心で考えないこと 
 考えに近いですか。 
 おじさん       中学生          ☆責任ある行動について 
・誰かが怪我をしたら  ・気をつけている 
・もしものことを考えて ・みんなの場所 
 いる         ・禁止されていない 
 

 
 
１０ 参考文献 
 
・熊本市教育センター，２０２２，デジタル教材， 
（２０２２年８月２９日取得，http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/tab_menu1.htm） 

① 今まで 
② 学んだこと・分かったこと 
③ これから・疑問・考えたい 
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